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･Geや Siにおける電子が(中性此した不純物によって散乱される贋様は.不











上述の如くGe_に Inを ドー プし卑場合.可成 り高濃度まで電子の共鳴Uグ
jjJZ/は観測されるが.それでも無論共鳴線の巾は次第に増加してゆく (必ずし
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を剛 ､て計算すると.N~Ⅰ- 1♂6cm-3に対して ,a-290A となり.サイク･ロト
ロン半径 (30Ge(secとして 1.5Oで H30A)に比べてずつと小さく､サイ
クロ トロン共鳴め鹿泡されるのがかえって奇異に感じられるOまた正孔の
B⊃hr半径が～40AU､によっては100A以上にとっている)であることを考
え合わすと∴不純物間の t自由空間 ガは殆んどなく.更に祁 屯物濃琴が少しで
も増すと.いよいよ電子は動きが とれなくなる｡
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FeClaにおゆるF8叶不純物の局在スピン共鳴
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(6月21日 受理)
1.緒 昌
我々は以前から強滋性および反強磁性体中に偽の磁気イオンが不純物として
入っている場合､その不純物に局在した磁気的構造がどa)ようになるかについ
て興味をもっている｡ 簡単のために話を地合物に限ると.理恵的には最近たと
えば強磁性体中反強磁性不純物のご(一簡単な場合についてスピン波の方法で研
究が行われてV_､るがtll.実験的には襲磁性 ･反強磁性いづれの場合についても
まだすっきりし挺研究が行われていないようであるOこれは普通に混晶系の磁
性を論ずるに当っても.そa)実験結果がnetmOmentの挙動を見るの走終るこ
とが多いためで･直接に不純物スピンだけを動かしてその磁性を詞ぺ卑こ.とや'1
困発だか らであるoLたがって磁性線における不純物の研究は.hostに対す
るttimpTlrityeffect"にとどまっているようであるOしかし一般にkd示
spinと i皿plrりyBPinが非常にもがった性質をもっているならばその
inplrityspinのみ.もし･くはまわ りのho串 sPinを若干かかえこんだい
わば衣を着たlocali2iedspinS'tateがあるはずである｡磁性体の光政牧は`
この種の問題を取扱う有力な方法のようであるがごく最近我々はFe2十と Fe3+
が磁気的に非常にもがっているのを利用してメタ液性体であるFeCll中の敬量
Fe叶 スビyiZ)局在した磁気状潜を瓦SRでしらぺることに成功したのでここ
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